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第一幸頁料纏

我が国の動物行政

わが国における主な動物関係行政としては｀ ①猷医療や永＇寄衛生等，獣医帥泣獣医療法、家畜

伝染病予防法等）を所音する農林水産省、 (i狂犬前予防や食肉衛生等‘狂犬納予肋怯、と蛋均法，

食烏処坪の享染の規制及び食烏検杏に関する法神、食品衛生法等，を所骨する）早生省、③動物の保

譲，管理等 i動物の保護及び管理に●する法律9を所管する総理府、 3野牛．吊猷の保歪等 i，丹殿の

保表／女ぴ狩猟に関する法律）を所音する環培庁、 i'，野生希少励物の保護，国際取引 iいわゆるワシ

ントン条約）を所竹する通歴省があります。

l ・わが国において、動物関係の法往等として：よ、主に次のようなものがありますJ

① 家畜伝染病f防汰： 9 ・蔦、豚・慈守の家畜の伝染病の発9及びまん延の防止良り物検疫

を含む）に関する享項を定めたものn

② 狂犬病予防汰：火を中心凸

のc

⑤ と杏場法：と帝場の設世及び牛、馬、豚等の求布の食肉検杏に●する車項を定めたものc

9む 食烏処理の串業の規制及び食兒検査に関する法律｛いわゆる l食烏検企法 9 立民処理

場の設悔及び食烏検杏に関する串項を定めたもの，

⑤ 食品衛牛法：食l付芍の食品の安全陀保に関する串頂を定めたもの，

⑥ 劫物の保護及び管理に関する法律［いわゆる頂肝管法9， ：動物の魚待防止、動物の近正

な取り扱い等、勁物の保設に●する車項を定めたもの，．

9含 烏歌の保謹及び狩猟に関する法律 9いわゆみ 烏9屈知翌法＇ 野生，料猷の保護等に関す

る串項を定めなものぐ

⑧ 絶滅の恐れのある野牛動植物の国際取引に関する条約 9いわゆる：ワシントン条約」｝

希少な野生勧植物の保衷及びその取り引きに関する車瑣を定めた国院条約s

2．また． L記の法律等8氾斤笠省l子は、次のとおりとなっておりますぐ

屯＇ 家畜伝染病予防法一胞林水発省

②狂犬病予防法—厚生省

'，初 と畜場法一原生省

④ 食烏検査法一序牛省

¥g］ 食品衛生法―—原生省

筍勁恰怯ー総班府

1) 丹獣保諜法—·環境庁

急：： ワシントン条約ー通単行

ふ上記動物関係法律等に基づく各省庁における党務の実態等は、次のとおりとなっておりますぐ

① 家畜伝染病F防法に甚つく系畜伝染病の発牛予防等の業務は、良林水密省所営のもとに、

生きている家畜を対象としてII治体畜産主務課管1者の家畜保院街牛所の歌区師戟貝が突苑し
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第一奎自料編

ているが、一），、同じ家畜が対象であっても、と畜検企あるいは食烏検全といった食肉の検

丘については、写牛省が所管し、自治体の衛牛宅務課の獣医師職貝等が実施している：

＆ 翰入食肉等の輪入検杏は、 r,)は家畜伝染i酋予防法に基づき農林水産省動物検疫所が文施

している検査であり、もう一つは、食品衛生法に某づき淳生省検疫所が実施している検査で

あるが、当該検査は、両省の獣医師職貝等がそれぞれ●別に実施しているc

'③・ 人帝Jt辿感染茄である狂大病の予防築務は、原生省が所昔する狂犬約予防法に基づき、各

n治体の衛生王務課祈笞の動物管理センター竹の獣医帥職員が放浪たの抽没，抑留等の業務
を実施しているが、ー／Jでは同じ獣医師戦貝が総理冶所行の勁晋法に基づき、飼蓑者小明の

}J猫の保浜，収容等の狂犬病f防9よに基づく業務に頬似した業務をも合わせて行っている，

ふ また、狂犬紺予肋法のうち、犬の輛出入検疫に関する串項については甲牛省から典林水茫

省に移怜されており、良林水産省動物検疫所においては、家姦伝染柄予防法に基づく家畜等

の輸出人検疫と犬の翰出入検疫規則に基づく）凸の翰出入検疫が合わせて行われている。

⑤ 動物の保袋に関係する法律としては、前記の勃行法のほかに環培斥が所行する烏臥保設法、

通茫省が所管するワシントン条約があるが、動併法は、「人が占有する動物」を対象として

いるのに対し、烏獣保惑法は「国内の野生のE蒋lやほ乳類」を対象としており、また，同じ

野牛動物であってもワシントン条約は、「国際取引される希少動物」を対象としているよう

9こ、対象動物によって所管省庁が異なっている」

4. このように、ーロしこ勁物●係行政といってもその内容は、様々な法神のもとに所待省庁も多竹

庁にわたっており、また、かかる業務には、法律卜、獣医師が従卓しなけれI文ならない業務

ぽ帝伝染病予防法.,,：犬病予防杖、と帝検杏法、食烏検杏法に某づく業務）、また、法に特

段の元めはないが、実態上、獣医師の知識・技術が必要とされる栗務（動管法に基づく適下な

動物の飼炭管距に閲する指森、烏殷保護法あるいはワシントン条約のもと（こ保設・収容された

笛病勁物の診療等9がありますJ

なお、獣医師法第l条 1獣医叩の任務！におきましては、勁物の診療、保鍍街牛指尊竹、 9l

疾苧の知識、技術が必要とされる獣医車に朋する享項ば庶医師の社会的使命、戦頁として規

定されております，

印自治休においては、狂犬病f防汰に茎づく業務と勁管i去に某づく動物の保没・脊珂業務を瑕屈

衛生担当部局で•一元的に実施しているが、これら両采務は、実態上密接に関浬しているにもか

かわらず、国のレペルでは、前者については唄叶省が、後者1こついては総埋府がそれぞれ所管

しているため、自治体では両業務についてそれぞれの省庁に協議厖jヽ を受けなければならないu

巳 4-



第一車頁料耀

兵庫県における災害時のペット動物の保護と収容対策

塞本的考え

被災した勁物の保護を願う声は国内外に大きなものもあることから次の手を基本として救護活

勁を開始する

:li 救護活動は行政の現行体制では限界があることから、動物福祉と動物愛護に理解を小す｀

民問酌体にポランティア活動としての協力を願ぶ

(2i 活勅資金及び物資は寄付を広く呼びかける；

ぽ） 緊急遥難的に救援物岩を被災地に配給し、併せ、負傷動物を収容し治療する。

C.i 披災者といえども 1•I らの動物に対する飼育の窓屈は本人が育仔を持って判断すぺきであ

り、救護活動は飼い上が冷静に判断できる時間を与えるため勁物の一吐預かりを行うな

(5( 動物のためには可能な限り早期に家庭埒培の中に返すこととし、所有権が放棄された剥

物の租極的な「里料」探しをする」

平常時の対策

災吾時の動物救我を実施するため、災害を想定し次り沿調整を串前に同る，

［1) 勁物の救陵に直接あたる車となる獣医師会、動物愛表団体と協力関係を竹ふ

92） 被災動物を保没収容するために、勁物救護センターの廷設用地を確保するぅ

lt) 救援物資の受入れ及び初動ポランティアを受け入れるための施設を確保する，

［4) ここでのぺ,,、動物の対応は犬、ねこ、小烏等一般的に飼育されている小動物を対象と

する

95＼ 爬虫類守をペットにしている場合もあるため、曲物園、自然勅物公園等とも受人れの協

力関係を甜整しておく，［危険勁物・肝性動物の飼育条flを厳Lくする。匝則、 19人餌育

は禁止した方が望ましい。＇

動物救援本部の殷薔

県は勁物愛誘の観Aから、被災ペノト勁物の救済を打うた立獣医師会並びに動物愛設出体等

による動物救授本部設唇の指導を行うっ

袖如救伍本部の活動

（1} 追難所・被災地で飼育されている動物への餅の配付

⑫］れ愕勁物の収容・治療・保管

（3)放浪曲物の保護

（4)飼妾困難な動物の一時保習

’5）所布者探し及び惜報収気と挽供

（6)所有権が放案された劾物の新たな飼い上探し

(9その他動物に係わる柑訣竹

□ 5 -
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涵袖il画

：l) 災害発サ後、直ちに動物救援本部を設偕し、①勅物収容、＠動物診療，負搭勁物救没、

C念ポランティア受人、 9ふ寄付金・物資受人、 9芯篭話対応等の体制栓備を図るっ〔初対比、一

後の体制整町

心動物収容 〔初動）獣医師会会貝、動物愛譲団体貝が自らの施設を活用し可能な臥り収容

するそ

准 9，J整借後；勁物没譲門体目が主となり収容し勁物救惑センターに搬入すも

喜農鳩診療 9初動］獣医暉会貝が自らの施設を訊用しij能な限り治療を行う。

9体制整備後）動物救讀センターでの診療活勁となるため、診療班を整備する，

⑤ホ和釘 1'が 9初動］根医師会卓務局で受付及び名簿作成、ポランティア活動期間調整芍を

行う，

［体制整伺後〕本部の藍営のもと、ポランテ9アによる担当者が卓務に当たる，

④寄付金宰 9祁勁〕猷医師会享務局で出杷争務、物資受入れ受渡しの串謗を行う'，

［体制整備後〕本部苺務局を早急に設晋し、芋務を引き継ぐ，

9研霞話対応 ［初勁）猷医師会学務局で各種相談照会等 'JOO件以上 ’n）を対応する 3

〔体制整債後、本部車務局を早急に設●し、ボランティアによる相当者が享務に当た

るっ

県からば体制整俯を指＃するため、 2名を本部に参画させる 1

92i 勁物救援本部は直ちに文部組線に負傷動物の収容を憫J＼の勁物病院で行うよう指示する，

通信が不能の場合、牛拙措成貝は被災地での自主的活動を開始するc

ば！ 勁物救扱本部は直ちに咄H木弐医師会並びに全01粒繊の勁物愛没団体と調整を図り、剥

物の餌の確保、診照獣医師の派造、ボランテイア派造の要雨を行う c また、 I]らもその研

保に努める。

（い 釣物救援本祁は要甜こより検まる餌等の物浴保脊場所の選定を行い構成日：立」能な限り

の連絡をすな構成貝は会目の相互淫絲に努める

｛5 ] 本部措成貝は要詰：こより栗まった研を、ニロHから祓災地に配付するとともに、放浪勁

物の保護に努め、併せて、芸察と遠失物の対応を図る，

96， 個人病院での動物収容は1I心に湖杯となることから、動物救援木部は動物の保設収容を
凶るため、あらかじめ、選定した用地に・ト日以内に保設収容旋設勁物救授センタ―]の

建設にかかる，

し保設収容施設、

犬の保表収容施設ぱ勁物愛度並びに人の省力化からパド？ク形態が好ましいc

9保渡収容施設の密珊J

も保惑収容する勁物の一時預かり｀新たな飼い上への譲涙、所布権放棄勁物の移動にはト

ラプ99が唸生しやすいので、必ず嬰約了苔面で確約を図ふ

R施設の監菩者は本部梢成委貝とし、監径貝はポランティアi舌勁としての勁物の袷埠及び

ランティアの生活全設を監替する。

念減号ンティアとの協頭を図るため、本部はポランティアと協議し、動物救援センターで

□ 6ニ



第一車肖料編

の動物収扱い、一日の作業計画醤等マニュアルを作成するc

げ） 保没収容した動物の音理を行うととも 1こ．動物救援センターも直ちに澗杯となることか

ら ヶ月以内に所有権放棄された動物の新たな飼い主探し i里視）の字業を匝開する。ま

た、遠失物としての届けヽ）期阪が切れた動物についても、適宜新たな飼い主探しに努めるc

［災吾発生ーー→ 2日目―---―→ lO □H ---―→ lこロニ
対策位,..設笛 動物救護 勁物収容施設建設 里視亭菜の展閲 反復 ・

i支援要語！ 餌の配給 i診療・管坪体制整備！ •_J 

県の支援体制

吐H本獣医師会並びに全国組織の動物愛護団体、ポランティア等への応援安諸1よ勁物救援本部

が基本的に行うが、県は次の支援を行う

＼支援項H}

［1) 被災動物救援体制の整備粂井びに串巌展閉案を救拭本部と一体となり竹成する。

(CJ 被害状況を犬の昼録頭数、ねこの飼育統言lから負定し、惜報提供を行う。

r.）) 被災動物救託はボランティアの活動をも’'て実廂してきたことから、全国的な勁物愛護

ほ体の文援を総99府毎1こ要諸するc

ば） 勧物の保誘収容施設を設けるための用地確保を巾町等と調惇し、地域仕民の理解を得るc

：5( 被災勁物救設活勁支援のプレス臼科案を{,l成し、『iせて 記名クラブ甜落をするっ
〔6) 県の避難所パトロールの惜報を提供し、対応）」針案を竹成すぶ

rが 被災動物救設活動は寄附令を持って実抽してきたことから、谷附金の適止執行（こついて

の監督を行うさ

（8) 保健所の犬の捕獲~抑留及び鉛J物の引取り処分の業務を停止し、技災者相誤は勁物救援

本部へ仲／rを行う.r停止期問995か月、但し、人への危宮のおそれのある動物は19度す

る。

[9) 保使所は木庁と連絡し救採本部の）」針等を把紺し、地元の文部組織指名を図るc

市9]災害対策本部との関係

被災を受けた当享者にとって、ペット動物と生活できることは心のケア面で大きな効果がある

ことから、県は災宅対策本部拍びiこ市町と次9)調整を同る。

｛1 } 避難所の脊坪者には勁物を連れてきた人も受人れる串を茎本とした1乱知を図り、勁物燥

いな人の串を考慮し、居仕区城の区分下を行う

i幻 仮設住宅への人居条件に動物の規制はせず、住人の相互坪解に委ねろ」

n,= 



兵麿県南部地震動物救援本部組織・連絡体制図

初動体制 1995/1/21 
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兵庫県南部地震動物救援本部組織 連絡体制医l

現行体制 1995/3/7 
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兵唐県南部地震動物救援本部組織図

（平成7年11月30日現在）

---
本部長ぜ尾勝践 ' 

序'兵唾県獣医師会 1

：
 |
 

文部E
l 

鷲尾勝彦

牡共産県獣医帥会 吐神戸市獣医面会

支部長 旗谷吊彦 松田早苗

9[R木勁物福祉協竺口ここ」

文部長

口享務豆
亭務局長大坪正直
悩 務竪出典子
翠
務即山美存

ぷ 言I森閾渦寿美

神戸劫物救渡センター

¥
,
¥
 

給
給
拾
給

有
布
有
有

’
~
‘
、
9
,
9
9

き
長
長
長
長
ヰ
～

仇
班
班

務
所
療
乃

所
所
副
串
今
斧
(
-
7

|
]
 

|
]
 

市出成膝
安祖戦
山） I郁夫
辻出昭
占田巧治
位々井浩ふ
山本敏史
佐野芙保チ
角田千恨
）トト佳（
小"'さくら
占Il慄之

¥＇)＼，

9‘.
＇）
‘
l
,
/
9
、
J

□

給
給
絵
給
給
給
給
合
介
合
合
合

無
無
皿
無
無
無
有
有
有
有
布
布

9
‘
/
9
、
ー
、
/
し
9
し
/
：
し
9
．
し
、
．
し
，
1
‘

長

旦

渇

祠
Tr̂
 

r
 

班
市
月
音

竺
ょ
よ
n

一
所
医
印
即
飼

総務班長
総~務

紅
紅
虹
紺
約
盆
訟
紅
裔
細

有
無
有
布
有
有
有
有
有
布

「

>
子
'

O

T

美
司
（
彦
迎
ば
J

奈
子

一
矛
恵
伴
其
ち
朋
名
美
仙

崎
山
木
西
上
地
谷
久
＂

宮
黒
唸
1

小
西
宮
吉
原
知
松

※借苔 ・て用劫物救設センター所長

三田勁物救西センター所長代行
平成9年2月認R～平成9年2月28nまで大西祥文

平成 7年3月1日～平成 9年3月31日まで9沢進

「]IOこ



神戸動物救護センター体制図
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三田動物救護センター体制図
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動物救援合同会議平成8年8月13日

所属 代表者 住所 電話番
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被災動物に関するアンケート調査

アンケートの期間

平成7年6月1日から 6月25日まで

社団法人 兵庫県獣医師会

会長鷲尾勝彦

社団法人神戸市獣医師会

会長旗谷昌彦

も
アンケート調査回答用紙

平成7年月日

病院名

氏名

住所

電話 ＿ 
ファックス i

)
-‘
,'~— 

被害状況

（括弧内の言葉が適当であれば、 それらをマークして下さい）

病院の被害状況

（診療ができないほど被宅を受けた、など）

（断水、停電、ガスがでない、など）

周辺の被害状況

（断水、停筵、ガスがでない、など）

特記事項

口15□ 



第一章資料編

第一・ビリオド：①震災直後 (1月17日）から神戸 ・三田動物救護センター設立まで

第ニビリオド： ②神戸・三田動物救護センター設立から救護センターの存在が概ね周知されている

(2月10日）まで

第ニビリオド： ③神戸 ・封h動物救護センターがフル稼動してから今日まで
この時期、病院は（十分な診療ができる状態であった

十分な診療ができる状態でなかった）

R 被災したと思われる動物d、外科的治療を主としたもの

来院した人と被災動物の関係：

自らの飼育動物 (1,i, )頭

知人からの依頼動物・ （．合 ）頭
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骨折
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その他

所有者不明の動物 、ヽ
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⑧ 被災したと思われる動物で、 内科的治療を主としたもの ，

来院した人と被災動物の関係：

自らの飼育動物 （ ）頭

知人からの依頼動物 （ ）頭

症状 程度 治療 転帰
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第ニピリオ ド：②三田・神戸動物救護センターの存在が概ね周知される(2月10日）まで

第一章資料綱

この時期、病院は（十分な診療ができる状態であった、十分な診療ができる状態ではなかった）

1-a．罹災したと思われる犬で、外科的診療を主としたもの
来院しなAと罹災動物の関係 ： 米院した人自らの飼行動物 （ ）頭 知人からの依頼勤物 （

浮浪動物のうち野犬でないと思われる動物（ ）頭
浮浪動物のうち野犬と思われる動物 （ ）頭

）頭

症状 饂代 I 程度 I 治療 転帰

--切骨-り-折偏--“'-9鯨99 .. '—芦臼［阻’,戸-『 '入99 9099_1 a し（ ）・H-( ）良く--りななな＼＼いい--ヽ9I1（（----) ) J ） 眉訳 ）慰t( Inti( ）ぐ＂鸞 ( )1, U9( 1'i( ）入f;( ｝その量I I 
良良しい［ 旧i,.追遁(（ )）/!良(く

打火その撲傷他

n釦 ）紐( 19柱（ ；覆（ ）や准 （ ｝中包覆： ）琶皇（ 籍（ ）入格｛ ）そ＂贄 （ ） 

箇覆（ ）紐 ( )91l{ }鼠麗（ ）そ汲 （ ）中8覆( )119（ 籍（ ）人R( ）その費（ ） 良し( )9遍（ ）良(

-----● ● ●・---● ●--●------
1-b．罹災したと思われる犬で、内科的診療を主としたもの
来院Lた人と椛災動物の関係： 来院した人自らの飼育動物 （ ）頭 知人からの依頼動物 （

浮浪動物のうち野犬でないと思われる動物 （ ）頑

浮浪動物のうち野大と思われる動物（ ）頭
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2-a．罹災したと思われる猫で、外科的診療を主としたもの
米院した人と罹災動物の開係： 来院した）、自らの飼百動物 （ ）頭 知人からの依頼動物 （ ）頭

浮浪動物のうち野禍でないと思われる動物（ ）頭

浮汲動物のうち野狐と思われる動物（ ）頭
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輯した人と罹災動物の関係： 来院した人自らの飼育動物（ ）顕 知人からの依頼動物 （
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3-a，罹災したと思われる犬・猫以外の動物 （ ）で、 外科的診療を主としたもの
来院Lた人と罹災動物の関係： 来院した人自らの飼育動物 （ ）頭 知人からの依頼動物 （ 〉頭

浮浪動物のうち野性でないと思われる動物（ ）頭

浮浪動物のうち野性と思われる動物（ ）碩
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第一童資料編

3-b．罹災したと思われる犬 ．： •猫以外の動物（ ）で、外科的診療を主としたもの

来粽kt；人と罹災動物の関係： 来院した人自らの鍔育動物 （ ）頭 知人からの依頼動物 （ ）頭

・浮浪動物のうち野性でないと思われる劾物（ ）頭

浮浪勁物のうち野性と息われる動物 （ ）頭

往状 楕度 治紺 転層 厭因として考えられること

貫霞[ i中＇患 ( III度I ) 手行l I入記 ）その饂（ ） 良しし ）＇遍｛ ）良くなtヽI J L骨折
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、その他

4．この玲期、糟に感じたこと （賞災鶴であれば、来院しなかったであろう鍵虞な動物も溢た、など）

＄虞災以請に比べて、お緑内行に何か変化が生じたか （遭妊手術が増えた，など）

6．この時期、特に不満に息ったこと

1動物の鯰震予知について、何か感じることはあったか
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第一豆口料編

神戸市内の開業獣医師が治療した犬・猫

外科的治疫
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第一君頁料編

神戸市内の開業獣医師が治療した被災動物（第一ピリオド）

外科的治療を要した被災犬 外科的治療を要した被災猫
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第一口頁料編

神戸市内の開業獣医師が治療した被災動物（第ニピリオド）

外科的冶療を要した被災犬 外科的冶疫を要した被災猫
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第一豆臼料紐

神戸市内の開業獣医師が治療した被災動物（第三ピリオド）

外科的治租を要した被災犬

総数12

外科的治療を要した被災猫
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第一迂臼料綱

神戸市をのぞく兵庫県内の開業獣医師が治療した犬・猫

外科的治疫
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第一臣頁料編

神戸市内をのぞく兵庫県内の開業獣医師が治療した被災動物（第一ピリオド）

外科的治療を要した被災犬
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第一坦口料編

神戸市内をのぞく兵庫県内の開業獣医師が治療した被災動物（第ニピリオド）

外科的治療を要した被災犬

総数17

50 

40 

30 

姦
窟
20 

10 

゜

50 

40 

30 

姦
諮

゜

ユ骨折

■切り潟
口打撲

□火傷
■その他

内科的治租を要した被災犬

総数143

J嘔吐

50 

40 

30 

20 

゜

50 

40 

30 

20 

10 

゜

外科的治療を要した被災猫

総数11

内科的治療を要した被災猫

総薮82

v
 
.. ，．
 



第一痘 白料編

神戸市内をのぞく兵庫漿内の開業獣医箇が治療した被災動物（第三ピリオド）

外科的治療を要した被災犬
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第一宣白料綱

神戸市内の開業獣医師が診察した被災犬の状態

骨折の部位 行折の程度 処図 転帰

雌勺その地 その10他% 

‘̀  
パ

第一ピリオド

第ニピリオト

し` ｀ `  その他13% 

（̀＼ 6合0柱% 一 f....．-＿ 八1
第三ピリオド

"‘” 

i 
切り偽の部位 切り揚の程度 処四 転帰

良くない10%

心 年 f~~· 第一ヒリオド

第ニピリオド 三
(，，--‘‘¥ 
＼ その他

‘̀ 
10⑮) 
．~一
/‘ 

第三ピリオド

':7 L 



第一亘臼料編
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嘔吐の程度 処四

第一豆貞料綱
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第一草臼料編
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第一立頁料編

神戸市内の開業獣医師が診察した被災猫の状態
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打撲の部位
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嘔吐の程度 処置

第一ロ一臼料編
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第一豆資料編
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第一豆臼料編

神戸市をのぞく兵廂県内の開業獣医師が診察した被災犬の状態

骨折の部位 骨折の程度 処置 転帰

その他4%

第ーヒリオド

第ニビリオド

第三ピリオド

第一ピリオド

第ニピリオド

第三ヒリオド

その他17%

マ

切り傷の部位

翌その他4%

悶

経度3%

玉重度
75% 

切り傾の程度

ll度 11%

処四

入院3%

＼
ー
'
/
他
竺

ー

の
00

そ

1

[
 ／ー＼‘

シ

50% 

転帰

報告なし

«~ 
,‘
 



第一互臼料編

打撲の部位

その他
腹部 4%  
11 

第一ピリオド

第ニピリオド

第三ピリオド

第ーピリオド

第ニピリオド

第三ヒリオド

：̀馳

火傷の部位

その他9%

三；
園

打撲の程度

重度 5%

火傷の程度

紆度 11%

処證

手術 1%

：ご
'~ 

処證

転帰

良くない

6% 

転帰

報告なし

報告なし

“ 



第一口貸料編

嘔吐の程度 処四 転帰

11i虔 入院 5% 良くない 7%
14% 

第ーピリオド I 甲~. ~ -- ¥ 

重度9% 入院 12% 良くない3%

第ニピリオド f釦匹 9中程度＼ '~' （匹）
88% ，， 

- ...... 
｀ 

重 10%

第三ビリオド f r 中程度 (B ¥ 21% 

＼その他 ） 75% 

｀ 
、一

下痢の程度 処四 転廂

豆度13% チ",J'l'!b - 良くない 1%

/ • 第一ピリオド

V? 
iii度 9% 入院 遍逸 8%

第ニピリオド [ 40%/...,..,.. I 

一
’ 

重度9% (:！ ％ 

第三ピリオド l 印 9中程度i
＼ その他 ） 87% 

r 

f
 

齊:臼



第一甦 臼登塁ー

食欲不振の程度 処置 転帰

第一ピリオド

第ニピリオド

第三ピリオド

入院 7% 良くない 3%

軽度 12% 入院 6%

咳の程度 処置 転帰

后
第一ピリオド

▽▼ :塁ジ マ
良くない 9%

第ニピリオド

第三ピリオド

その他

100% 

入院 4%

他
％

一

iー
:
]]

,'
 

良くない 4%

か

.IX 



第一豆頁料編

神戸市をのぞく兵雇曝内の開業獣医師が診察した被災猫の状態

骨折の部位

第一ビリオド

第ニピリオド

第三ピリオド

第一ピリオド

第ニピリオド

第三ピリオド

報告なし

切り阻の部位

その他
舘郎吟

背郎 7% 

9% 

骨折の程度

Z 

切り悦の程度

盪 6%

r 

処四

その他 13%

処四

転帰

ロヽ已

転帰

ニ

り
'

，
 



第一ピリオド

第ニピリオド

第三ビリオド

第ーピリオド

第ニピリオド

第三ピリオド

打撲の部位

火傷の部位

その他
10% 

後肢

10% 

第一蛍臼料編

打撲の程度 処置 転帰

ll!度6% 手術6% 艮くない 6%

火偽の程度 処四 転帰

芯鱈

l91 [ 



嘔吐の程度

第一ピリオド

亘度 13%

第ニピリオド

m翌醐第三ピリオド
I :ヽ:naL___,.,」-

下痢の程度

乙贔
第一ピリオド

V且
重 4%

呵
第ニピリオド

第三ピリオド

, " 

処置

I 
｀ その他〈6%

iそ

▲"'ン"-

処習

手術

3%入院（い1%

第一迂頁料編

転帰

良くない 6%

凸

誓通

50% 
~' 

転帰

良くない2%

: 



第一芭臼料編

食欲不振の程度 処置 転帰

入院 12% 良くない 7%

第ーピリオド ’”L”へ・-

軽戻9%

バ第ニピリオド

第三ピリオド

｀ 咳の程度 処置 転帰

／ /「＼ ／丁
第一ピリオド

普通

100% 

第ニピリオド

/ば0:）
第三ピリオド

4! [ 



第一章黄堕璽

神戸市獣医師会々異へのアンケート調査
調令で碍られた窓見守を同文，こ近いかたちて9七栽してお,,ま万、，従って、結果的に霊快した内容

もあります＾尚、' '内の数字は同様な匝答があ 9'たことを小万、9

第ーピリオド

特に感じたこと

•井営にナーパスでかみつくなど犬がノ

イローゼ状態

・賤性疾患の患帝が速茄して死亡しt，
・診療がn／能な病院が少なか’'たためか

遠方からが9来院があった

・臨活による診療が可能かどうかのl!l／い

合わせが多かった

・地委による恐l柑のために食串がとれな

いため助物の症状が烹化した

・罹災した犬の 時預かりを依穎された

• l9が数日問1吋ってこない

・災宮の場合どうしても人問が優凡とな

るために診療fl数が少なか，、た，

・小昂の木院が増えた

・診祭かできない他院の患布を数例診察

した

・劫物をつれて避罹してきた人が且寸99

た

・人間のことで手がいつばいのためか、

動物の病気が竜体となってから求院す

るケースが目立った

・速隔地からの動物が多かった

震災以前に比べて、

惨療内容になにか変化が生じたか

・避妊よ懃が忘外と多かった

•投薬の日数が増えた公通渋沿のため）

・右蛉で食欲不振、下痢、 I9吐がH寸っ

た

．述Jjからの来院があった

·~の食欲小振

・猫の泌尿器系疾忠が多い

・不妊手術が増加した

・来院数の敬減し 2} 

コ"二

・地浜による恐IJJやストレスが原因の疾

忠が目立った

・大きな被宙を受けたか 9 ナーが持病を

特った助物の先行きを不安に恩い安楽

化を名芋するケースがあぅ心

・内科診療で扮臨が原因の咳、神経99牧

の底嘔叶、食欲小板を診た

・ストレスによる内科的疾患、神絆的疾

患が急99した

特に不満［コ思ったこと

・獣医師会などが被災地の現状を全く把

押していない

~水追が使えなくて 9ヽ院用の名t湿ができ

ないため了術も治療も、 a：り足にできな
し＼

・避難所によっては動物を受け人れてく

れないところがあった

・行政が東西lメの披宮状況を令＜把探し

ていなか99た

・停窓で納l定の中が頁っ陪なために懐能

しなかった

•水がないため人院舎などの揺除がでさ

なかった

・電話が小通のため惜諏収築ができなかっ

た

・診療役袢の損1笞と水の不足

・ 朔lも序く一峙的に動物が避雖できる

施設があればと忠じた

・行政の対応に大ぎなイ調と失翠を持1.• 

た

,.虻品の描人に仕心した

・給水が手脱だうた

・ガス、水追の後1日に 1週問かかり丁術

などで.k陪があった

・薬品と処方食の供粕不足



動物の地腰予知について、

なにか感じることはあったか

・)、さ薮扇猫でも数は1、地晟前の異常

な行勁 iゆかをかきむしる、外へ逃亡

するなど9をぷし、鉤い上もそれによう

てHが笠めた

，余袋：こよる勁物の恐怖心

，地吝の［9＼前に散歩を犬が要求して外吊

していたため鈷を逃れたオー十ーがい

た

，地定の加夜、烏が一晩ヰ玲いていたと

いう話を問いた

, ｝'が吠えたり嗚いたりした

，押入の中から猫がでてこなかった

，猫が地沢の数時間前に粟れ出した

，猫がいつもと造う場所でぷ9ていt，

・犬が地委の前夜我なかった

，地柔前nの犬の行動が許辿ではなか,,

た

・地菜前nょ，J吠え綜ける犬が多か99た
・地震の数時間前から散歩をせがみそわ

そわしていた人がいた

．涎で放し1llいの）しが、そわそわしたり、

穴を揺ったり、尻内に入りとがヽ ’'とり、

落ち吾きが無くなったりした

・地碇0バロ前からピーグル犬が犬舎に

はいらず外に寝ていて地柔後に大令に

はいるようにな 9ヽ 9}こ

第ニピリオド

特に感じたこと

• 2 t1初旬．人、紬ともに家応やかれさ
の 9、より発見されることがあった

.楽の配送が1ヽ 十分であった

·~、猫の牛命）jの強さ

・被災地から避箭 l，てきた人の来院が目

立ち始めた

・剣い主が勁物を見つけだしても動物が

後同しになり症状が忠化してから連れ

てくることがB立うた

む， 9

懇＝垣＿垣料懸＿．

・疋災後、行方不明になった猫が多数発

見さ九た

・奄活での病院の恢害状況のIliい合わせ、

委炎前から継続治療中の患畜の投先だ

け、治咲食だ寸が、目立った

・来院数の滅少：2

・助物｀人固ともに箔もつき、晋通の牛

活になりつつあるが余定が発牙すると

ぴ＜ぴくする

・余宍におびえる犬が多かった

・被災地より郊外に 時避薙してきたオー

ナーの米院が増えた

・救護センタヽ→設立の上旨の坪肝や祉乱

が多々見受けられた

診察内容にな［こか変化が生じたか

，F掠iの忠奇が多（な9ば‘

，犬、 19のストレスが原因と思われる下

詞湘叶、精神不安定などの症状がH

寸 •,tこ

．逃妊去勢の9術が条がった

・腿紐の手術が多かった

・センターが動き出しその仕車のために

批乱していたため自対の病院どころで

はなかった

・自分のところの診療所の仮修埋と救涎

センターでの治療が主な什争となった

・迎難してきた哉医師や<HTのおかげ

でさらに允実した診療がn/9とになった

特に不満に思ったこと

・被災地区への物資 iフー約が滞りが

ち

・陸難所によっては劫物を排除し tうと

するところが堺加しているように思え

なそのために勃物をi9れた固ってい

る人が増加していた

・救援物岩のフードの配分にオーナ←→ui

からの小滴の声を朗いた

・憬災した勁物の治療費を誼求すろ際に



何度か人間と同じように国の援助がな

いかどうかをたずねられた

・猷区師会からの情報は乏しく活動状況

がわからなかった

曹救設センターの話勁状況が知らされた

のが涅かった

・求族や自分の訥院のことなどに多忙な

のに救護センターヘ出拗を要求されて

梢神的に苦しかった

・被宮状況の追う獣医師問での登繊の進

いに失望した

・蒸貿水や輻液頬が入手しに（かった

・救渡センターの卓務貝やコンピューター

存l'りの人問がほしいと屈った

・他の被災された病院の修理と後只に獣

医師会から人手を出せなかったのが残

念

・過労の状態が続いた

・IIらの病院での診疾が設低的には可能

であったが、ポランティア活劫 9救設

センター）に時間がとられ｀ 十分な診

療ができなかった

第三ピリオド

特に感じたこと

・家屋が取り壊される 9こつれ、子茄が発

見されることが多くなり、病碗で＇まも

らい手探しの袖でい叫9いになった

・踪々に平徘になったが診察頭数の拭少

が類禁1こなった

・罹災勁物の救援の大変さを感じた

・I犬の求院が月古った

・I月中旬煩から円辺地域の被災の少な

いところ、またほとんど披災していな

いところから通常患畜が求院してきた

・仮設住宅からの思畜が米院するように

なった

・避難によるストレスがある勁物がH立っ

た

・人規模なりと言叶に、正確な19戟はもち

二49□ 

第一草頁料編

ろん健康、不偲束を問わず勁物を収容

でさる施言9の必要性を感した

・自分の病院の因辺は平穏であった

◆被災地の切l定が再会したり、救護セン

夕ーの活剥が；し若化してきたことで被

災動物の来院が減少した

診療内容になにか変化が生じたか

・通常．こ戻ってきた

・避罹するために長期間の投梵を要求さ

れた

・ス｝レスによる病状が悪化する勃物と

逆に落ちついてくる動物があった

・腟痴、大の結石犀罰のrnsが増加
したように思われる

・子犬を飼有し始める人が増えた

．避妊と六勢が多かった

・医療•閤類が使えるようになったので

診断しやすくなった

·.f•大のワクチン接極が多か9 た

・ジステンパーなどのに栄病が数例見ら

れた

・救柔センタし→と］1分の病院に木院する

患畜に外科疾患が少なく、避罹所など

にサI")越すことによるストレスに起因

すると考えられる内科疾患が多いよう

に感じられた

・選奸了術が培えた

1蔑災地の病院で継紐治燎中であり技喋

分の薬が切れているが、かかりつけの

病院がしまっているので、生を処／」し

て欲しいという依頼が薮イ＇「あった

特に不満に思ったごと

．哀災のことが根迫されなくなってきた

・体力的な不謀、変蔀lが自分l'1身にもみ

られた

・人間との医療91令体系の逗いを感じた

浮り物病院は投助がなく病院自身の負

担となる；



・オーナー制の勝手なとこるも口すって

きた

▼父通の便が愁く、外出すると夜の診療

時間に問に合わない

會この時期の診潔は全て無料であったc

料金を支払う窓もがオーナー側にみら

れなか，、た

'センターの設立で治療費が無料と思わ

れた

'＃19戸市獣1反師会は披災した勁物に対し

ては、本当iこよく活動されたと思う」

しかし被災した会貝に対してはなにも

してくれないのではないかという疑問

亡必亡

第一室黄料編

が頭をもたげている

・救設センターなどのポランティア活勁

に熱心な人と無閲しな人の玉が刷らか

になり、地心な人の負担が大きくなっ

てきた

地腟後の動物の異常行動について：

，地哀後、地定のあった同じ時雨□9い
たり洛ちつかなくなる

・余哀を人より早く感じとる

・地袋後3日問犬小屋からでてこなくなっ

た

・地妥後犬小屋に入らなくなった



第一草貞料露

兵庫県獣医師会々員へのアンケート調査
調査で花られた言見等を原文に近いかたちで択栽しております― Iピ9て、詩果的に亘稜した吋容

もあります＿尚、［ ］内の数字は同涼な回答があ、9たことを示す」

第ーピリオド

特に慇じたこと

・地哀に対する恐れからか．悲嗚をあげ

たり、食欲ィサ品を起こしたり、あるい

は哨化器系の疾患を起こすものがおお

かった

．慢性的な内科治療中の犬、猫が罹災に

より征状悪化したものが数例あった

・余尖のためか食欲不振の動物が堆加し

た

・環培の変化が原因と思われる疾也が数

例あった

．避難してきたブj々 の勅物に内91的な疾

巻が目寸った

・オーナーがだ災のためパニックになり

安楽死を希望する人が30人いた．しか

し安楽化はさせなか， t，
・打宅が全壊しても勁物を人り）にするオー

ナーが多かった

・人問の心の温もりや思いやりを感じた

・人間も動物も心の拠，）所にしてしてい

たように思う

・ストレスからケイレンを起こした猫が

数頭いたJ 人はストレスで夜嗚きする

ものがいた

・親救の動物を郡部に浬れ戻り、以前よ

り飼育の健康にも留産する様になる

展災以前に比べて、

診療内容になにか変化が生じたか

・力li古99l市から被災地へ行く方々が、勅

物を預かって欲Lいとの依頼があった

~猫は地震後 3 -9日間姿を見せなかっ

たものが多く、この間の呼吸器陰害の

疾患が目寸った

□ 99二

・勁物がおびえるためにオーナーから柏

神’な定剤が欲しいという要望が多数あっ

心

・来l究数が激誠した 169

・一般の人々に対して、 9涼帥会か,・,分

たちの存在をアピールするのがうまく

なかった

・奸媒している）し、猫のi●妊手術が培加

した

・文通が小使になっtこ1，めに投薬だけと

いう方が多かった

＂おびえている犬が多か 99た

．猫は地哀後逃げてしま•,たために来院

がなかった

・ストレスが原因と思われる消化器系の

淫宙が目立った

• 19の膀耽炎が培えた
・寇話での問い合わせが念増しな

・ T術の件数が減少した

・名犬の心臆疾患が増加した

・内宮、主塚市から何珀か来院してきた

特に不満に思ったこと

・曲物の救援本部は、地元ではなく近く

の獣医師会述合で作るほうがよかった

・I僅火時に医梵品などを平守に出布して

欲しかった

・救之七ンターと同様に診療を行ったが

薬品などが不足して困った

・診療設伺が破壊されたこと

・医薬品が手に人らなかった

・罹災した大． 19に対してどう対応すれ

ばいいのか．獣医師会からの述格を徹

底して欲しかった

・追路車1育の悪化により、米院．往診が



第＿ 皇 頁料纏

かなり刺阪された

・獣医師会などがまった＜椛能せず、系

統だった救茫活勅がなかて、たように思

ぅ

・避恐先で剥物が声符されたり、動物を

和けたところでの飼育傑境が悪くて礼

気にな 99たということがあったこと

・道路状況が悪くオーナーの方が来院す

るのが小使だった

・梵が入丁しに（かった

ー食料、水、電話に困った

ー水を浬骰するのiこ佐労困痘した

・生、処方立などの流皿が悪かった

•水）ヽ足で病院内の梢蒜が小完全

ーポランテ）アの獣医師の力々が追方よ

i）園）けつげてくださ -aたのに、受人れ

体制が揺こ9ていなかった

治程行について悩んだ

・杵診に行くのが大変だった

・行政（ダテのつながi)9 の迅速な迩拷

のなさと、餌育者小明勁物の各地域で

の対応

動物の地誤予知について、

なにか惣じることはあったか

，病院所布の猫で菩段おとなしいが、地

袋前夜にひどく騒いでいたものがいた

・地浜の,,,前に火が飼い屯9こ廿えてつき

まとった

・犬、猫ともに予加していたと思われる

話を数人の人から朗いた

・孔雀のベアが9月1sn.l }｝l「H.1-明

のまでうるさいぐらいに嗚き、地宍後

の3H間はぜんぜ屈9かなかった

~飼いキから数件聞いたことがある

~猫を多煩飼育しているところでは、地

妥の前に祁歴の悶に染が生まっていた

・犬が速吠えをしていた

・地袋直前に夫が吠えたり霙れたりした

という報古を 2、3人のオ‘ーナーから

聞いたことがある

・犬、猫で英災の''"夜に落ちつきがなかっ

たということを数人のオーナーから伐l

しヽた

・宍災の 2日前から犬の動きがおかしい

ので地妥がくると思い、地之に対する

準慌をしていた人がいた

・犬、猫がよく嗚いたりほえたりした

・妥炎前に猫がオーナーを起こしたとい

う活を聞いた

・裟災の：l［前に犬がいなくなって探しに

出かけたところ地震があり、 I1宅は全

壊したが命は無挙であったという人が

いた

•野良猫がまった (liをもらいにこなく

なったという話を問いた

・室内で9，1われている猫が、突災泊HIこ

家を出て浜災後民ってきたという話を

問いた

・入洸している大、猫が地震の前に落も

つきがなかうた

・本定、余定の度に、揺れの30秒ほど

前からほえるという犬の話を聞いた

・ネズミがいなくなった

・大が揺れる前に騒いだ

・猫が前日から通る場所を変えていたと

いう話を●いた

”犬、猫とも嚢災の前日に寝る培所を変

えていたという話を問いた

・だ災の前夜、動物がおびえていたとい

う活を数例問いた

・自らの飼育大の約30分前からの挙勁不

宙は明確であった

第＝ピリオド

特に感じたこと

・行方不町の大の問い合わせがあった

・動物の.時預かりが多か•9 た

．罹災された方の均合、通常の診痰や箇

単な手術でも吾護ができないために入

□"n 



院が増』0した

・慢性的な疾患がある）こ、猫で罹災が1,
因によって症状悪化が数例合った

・被災された方を受け入れた家庭の勁物

が、ストレスと原因と思われる消化器

系の疾患が数例合 9)た

•神戸と兵垣に分かれて動物救護センター

が活動していたこと 9こ抵阿を惑じた

・ストレスがぼ囚と忌われる内科的な疾

也が多かった

・慢性疾患が悪化するケースがH寸った

・水道、ガスがでなかったこと、洞囲の

住人がほとんど避罹していたこと

・里祝の希望者が多いのに笠いた

・徐々に通常の診療に戻 9)つつある

・里颯探しの相談が激99した

展災以前と比べて、

診療内容になにか変化が生じたか

・ t術が少なかった
・中痔症状が2、3例読くことがあ？た

特に不満に思ったこと

・猷迭暉会からの連慮惜報などが断片

的で~まった（あて：こできず、 19人で

惜報を収築しなければならなかった

曹動物救忌センターの利用法がわからな

かった

~獣医師会の対応の悪さ

~ガスがないので小便だった

~オーナーが避難しているために篭話で

の問い合わせが多く対応しされない

・水道、ガスがこないこと

・交通朋問が麻痺しているために通院で

きないこと

第三ピリオド

特に感じたこと

・被災地から移転された）！々の動物も診

！係するようになった

「149「9
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・罹災動物かどうかがわかりに（くなぅ

てしヽる

・妊娠している弛物が多かった

・粉座が原因と思われるアレルギー疾患

があうた

ー野良猫が賠えた

ー袈火の影丼と恩われる肥蒋が多かった

~朋業猷医に対する負9日が大きい

・彼災地の病院からの招介患畜が増加し

た

・二田の動物枚泄センターにポランティ

アで参加できて布涵森な時を過ごせた

震災以前に比べて、

惨療内容になにか変化が生じたか

・震災の影製］まかなり減少しているもの

と思われる

・内科的な疾忠の泄加

・ストレスが麻田と思われる消化器系の

疾患が均加した

特に不涵に思ったこと

・狂犬病予防楼種が仮年より少ない

・いつまでもオーナーが妓災者呑識が抜

けない

. ｛反設仕宅や避雌先にベノトを述れてい

けないという人が多く、オーナーと勁

物にストレスが多い

・追路の交通規1¥りのために往診にい1)な

いこと

▼動物救汝センターで預かってくれない

という話を朗いた

・二田は被災地から地理的に達いが）で、

才..ナ-Iこ説り」するのが困雖であった
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］．調査の概要

I.調査の目的・兵廂限南部地妥による勃物の被災状況を調査するため、避難所におけるペット食l

登の状況を調へ｀今後の被災動物の救援対策や活剥等に役立てることを目的とす

る、

2 調査の内容・, i!!薙所における被災勁物の飼登状況栽査！避雖所甜全］

u 被災動物の行勃および飼い主の対応祠杏 1個人i9査，

3 ・調奎項目： T ・の避苅所調紀こついて

ーじ ペットを述れた避雌者の有佃と対応について

② ぺ 9 卜に同する苫梢やトラプルヘの対迅について

Il ~ 99飼い上への個人調在について

t はじめから動物とー諸にここに避難したか？

｛図 避薙所やその周辺、または lヤも等で剣っていて、禄も気をつかっているこ

とは1,jか＇

,, 避難所に勁物を運れてきて、何かよいことが牛じたか'

包 地霊で動物ばどういう状況になっていたか'

'⑤ そのとき，飼・，ている勁物に対し、あなたや求族の方はどうしたか'

＇s, 妥災のシ、ョックによって、勁物がどんな反応や行勁をとったか？
，1 いまの助物の球子で、地震の後遠症と思われることが何かあるか？

逗＇ 勅物が落ち岩き、晋段と同じように対応できるようになったのは、どれ＜

ら'，9fこってからか＇

＇，，‘ 今後の対応について

⑯ いま恩い出して、地西の前の予知行勅のようなものが思いあたるか'

ut 行政やポランティ 7活動で、今回の近難所における勁物の救援活勁に対9,、

何か忘見があるか'

4 調査対象者 ，l' 舟築団 下記の避雌所となった 1l8h所と、

キとしてそこでの避難所ザ1,者 61,803人

内訳 甜杏市に 避難所数 避難者数

神戸11i涸区 9 1 21, 1 7? 

桔□力は印i| 110 20,094 

l台屋市 5 l 5. 3 5 3 

内宮 巾 1 5 5 14, R15 

1 [ ［ 匹市 L」 364 ＇ 

計 418ヵ祈 61, .8.0.3..人_J1 

ただし、数値：謡月斉Rに人手した保健所の渚料による

9、



第一車黄料編

l公慄本数避難所硲ほ所

飼いキ． 210人（世帯；

内訳調査巾区 討令怪虻河数 遥：難名数 個人調査数

←l 神戸•市滴区 95 17,144 月4

神言門束灘区＇ L8 11, 3Rl 63 

芦 巴市 ll 2. 824 船

西宮 巾 12 &, 38 8 50 

I l l 西市

＇ 
11)0 

＇ 言1-_L防碕 35, 137人 2l(1人1世帯i

し3, 99,0，法 ※調査巾区の抽出iこついては、できるだけ全体を反映するよう意図

したが、早削洞賓の必要性および甜企貝の交通の便笞をも考怠し

たc

※巾区内の避雌所は、趾域的均守を勘案しつつ、できるだけ規模

遣雌者数lの大きい避浙所から1山出した

※飼いキヘの荊企は、上として迎難所で牛活している世恰を探L、

意図的遥択なしに口」能なかぎり行なった、また避符所近くでイス

を追れた骰歩中の•lぃ上も商杏対象に含めたc

5・ 詞査時期：平成 9年2月19日～2牡］

6.罰査方法：調企員笈坑曲物飼芸管理十l51ヽ ）による町接聴収

7.回収結果・避雌所68ヵ所うも 1ヵ所は忠l企拒む）で？l0)ヽし'"苓）

内訳 迎幣所生活 者 1 57人

遊雄所を出た人 l2人

避雖所に行かなかった）、 4l人

計 210人，：冊帯，9

動物の知l育総数イヌ230頭旧ぃキ）氾）、 シコ89頭（飼いキ;0人i

［烏類、小動物は、慄本数が少なかったので築計から除いた）

「'"



第一霊責料編

n 結果の概要

I ・避難所における被災動物の飼蚕状況鰐査について

この謁査9よ、避難所の白江者もしくは同対策本部の')-ダーに囲き取り調庄した」

① 約8.1を占めるペットのいる避難所

潤香した69の避雌所のうら、ペット

を追れた避難者がいるところは、 S6ヵ

所あり、約 8制を占めている， 方、
ペットのいる迎難所

86・ 3% 
’● V • ↓ 9 9 

いないところは、 L1ヵ所であった
櫻本数689うち 1カ所は調企1卜否）

ペットがいない11ヵ所について、さ

らに（わしく状況をみてみると、 5,' 

所は最初から避難所へのべ9卜の持ち込みを禁止したところであり、残り 6ヵ所は、避罹した当初

はぺ y 卜を浬れた避雖者はいたが、誅l査時点ではすでに退六していなかったc

② ペットのいる避難所の約7割て苫r目「ートラブルが表面化せす共存
ペ9卜に●する苫惜やトラプ）以の発牛の有蕪や対処法について、ペットのいる避餅所56ヵ所の状

況をみてみると、人と勁物との共存状況は、―廿惜やトラプルがよ面化せず」共介している遊雌所

が約 9割を占めた。

------

避雌所での人と勁物との共存状況 件数 割合

A 哀任者やl)ーダーが対処し勺比彰的うまく共イfしているしいた） ， 12.5% 
------.. 

B 苫怜やトラプルがとくに表面化せず、共存している 41 73.2% 
-----

c 若惜やトラプ）レは当車者同十の話し合いを原則に共存している 5 &9% 

D 苫惜やトラ -f1しが表仰化し下対応に告慮している 3 5.4% 

言I
56ヵ所--10-0 ---% 

A1こついては、迎難所の宍打者やリーダーが、勁物好き>;J、'，ベッ｝速れ世帯）と勁物嫌いの人

について~早い時期から配慮し、校舎の上下l楷とか教宰等の部足割りに生かして、住み分けがうま·

（いっているケースが多かった。

この中には、 ’f校艮が「やむをえずぺ 9 卜を速れてきている」ことや「動物たちも、この大棗災

を人と共に生き延びた生命なのだから、芹別することのないよう、大まにしましょうシ」などと、

枚lり放送で直接、迎難者に呼びか9）、これらを契橙に苦惜もなく、共存しているケースが叫91あっ

たt また、ぺ,1、追れの家族l司上の活し合いで｀校舎や体育館等には入らず、自癸的に校底で避難

生活して、木然にトラプル等を防いでいるケースが 1例あったe

l」54LJ 
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Bは、もっとも多かったケースで、百任者や’Iーダーが「べ9卜に対する配慮はしていないが、

とくに廿1者が持ち込まれたり、 ，.ラブルも聞かない」と答えた避雖所である。さらに「避雌所に到J

物の嫌いな人もいるようだが、 1,1とか我悟している、あるいは我怪せざるをえない、といった状況

だと思う」と答えたケースも含まれていも

個々の飼い主への閉き取り洞査によ，，て、このケースで比敦的lIl退もなく）t存しているのは、 19
々の飼いキが囚囲への気遥いやペットの笞迎にと（に注意を払っていただけでなく、飼っているイ

ヌやネコ自体が、おとなしくて人に9llれ、またよくしつけられている串例が多かった

Cのケースは 勁物創莞についての苦惜は、当卓者同士で話し合って陥決してほしい［という方

91をとっている避難所である。こうした避新所で＇よほとんどの場合、これまでに何度か、苦惜が避

誰所の対策本祁に持ち込まれていた，上な告J百の内容は、なき山がうるさい、媒なニオイがする、

不衛生である、などがみられた n

Dは、ペットを飼9)ている人と動物棟いの人とのトラプルが深刻化し、避難所の対袷木部のリー

グーが解決に苦慮していた中には動物アレルギーの人とぺ9卜を飼・，ている人たちとの間1こトラ

プルが発牛し、配T苔~の判断でべ,,を飼っている人たもを令貝、遮難生活↓5日目に近難所から退

去させることになったところが」例あ，,た

※飼っている場所 イヌは避難所で「詞い杢と同居」が約3分の 1、

ネコは壊れた「目宅」が約2分の 1

剣い上（避雌所生活者のぶへの問き取り 9，1食0)築叶から、現在へ 9 卜を •1-9 ている 99所につい

てみると、イヌでは避雌所で飼い主と同店」が39_0％と 3分の 1を占め、ついで壊れた「自宅」

が19-9%、―テントの内外」 l9・9%、謎難所の足外」がlL5％のIllとなっていら

一方、ネコ 9ま壊れた「自宅」が59・5％と約 2分の lを占め、―避難所で飼い主と同居」が25-5%

となっている

現在飼,_,ている場所＇： ィ ヌ ネ コ

避芍」ぃ上と1咄j柑 I i;.l.:，37.(I'"/2） 22,:z5.5%J 
.... ---- F----―ー・

避罹所内の廊下など 2,:1,2 %j {〕 90%9

迎難所の届外 25 (14. 4%) 2 (2.3 %: 
~ ~ 

，テントの払」外 31江7.':fj/4） l (l.1 %：： 

車 の 中 2'.1.2 %1 O'，0%) 

勁 物 約 院 0 (（げらl 4,:4.6 %I 
------

し毛'， 9ガレ和りl卜を含む l 34 (1凡倍気l 50 (57.5%） 

栽敗＋友人宅芍 13灯．5%) 2 (2.3 %1 
------

行 ）」 不 明 l ⑲.5%j 6 (6.Y %) 
.. 

死 亡 l (O.5 %i O',0%i 

計 1 73 、1（粉％｝ 87 ¥:1(/()加

9有効慄本数 L59、飼脊頭数はイヌE3頭 ネコ切頭9

□ 59 □ 
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n 被災動物の行動および飼い主等の対応調査について
この、月介は 1：として避帷I祈’r.i,（渚でヘットを剣っている人を対象に行なった

1 （調豆項目11-<..1)避難所に「迷わす、初めから連れてきた」

飼い主はイヌで6割、ネコは 4割いた

はじめから動物と ・紹にここに避難されましたか、という質IHJに対し、「述わず、初めから辿れ

てきた」と笞えたイスの付い i:．は6割を占めた これに「lJ.KIされたので避難9祈0)外で創っている」

と 1grをみて連れてさた」を含めると、避帷所にイヌを述れてさた飼い i：は全体(/)7-,~I] を超える

・）i、ネコ0)劇い主でも f迷わず、初めから述れてきた」は、1割でもっとも多かった また、比較

的多かったネコ0) その他」についてJI、J,J｛をみると―fr)j心リJだった」が多かった

自宅等に置い

様子をみて連

（イi効椋水数 イスの創い t¥37ネコの創い l:．1(））

ペットを連れて避難所に行く ことへの対応

様子をみて運れてきた 5.0
くイヌ） ＜ネコ）

―”こ］

反対されたので避難所
の外で飼っている 2.5



第一坦資料編

2)（調査項目Il-(.4)） 地笙後の動物の状態は

「別の場所に逃れていた」がイヌ 2割でネコ5割

地知消の状態では、イヌの屈場所は「,;{1/..Jの私場I升にいたJがf¥O.0％でもっとも多く、ついで

「／廷の大令にいた がIS.9％であった， その他」の内ボでは「飼い iこと緒に我ていた r玄1月に
つないでいた」などが多かった

ネコでは 坐内(/)和場1計1こいた」が75.0％とll：倒的に多かった その他の内ぶでは「創いt.

と・紹1こゲ£ていた が多かった

（イ滋J悦本数 イス170ネコ II 数伯1よf',1い i:(/）数 ただし複数飼行で各fl¥11本ごとに，．C往でさた場

合はその数も悦本数に人れた）

地姦後の状態（複数1可？t)では、イスでは「じっとしていて無’lifこった．が50.6％でもっとも多

く、ついで 別のJ!,'J所に逃れていた 24. I%、―逃げられなかった. 1~. I%(/）顛であった てその他

の内ぶでは 倒れた家具やガレキのドにいた」がもっとも多かった

ネコでは Vllの場所に逃れていた」が50.0％でもっとも多く、ついで 1 じっとして艇1;fとったJ

20.:;％であった

「別の場所に逃れていた」はイヌで2割、ネコはs;1~]を占めている
（複数1111答イi幼悦水数イス170 ネコ11)

宣内のケージの中
の中にいた 2.4 

（イヌ＞

地震前の居場所

亥内のケージ
の中にいた2.3

地震後の状態

75.0 

（ネコ）

0,o,o ，，ヽ 0 50ヽ
別の場所に逃れていた

逃れられなかった

じっとしていて慧事だった

真っ精でよくわからなかった

その他

ー、7―

.;o.o 

59J 9; 
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第一草資料綱

りいやIlIIIl-6)地点に.JI,,i(；におぴえていた-イス・ネコが"1'・数以1：いた

地店のショックによって、動物がどんな反1しや行動をとったか1;tlいたところ、イヌ、ネコとも

「JI常におびえていfらと苔えた剣い中がイヌで51.6%、ネコで52.2％と共に半数以 1．いた3 イス

ではついで「さかんにねえていた」が16.0％と多い ネコでつぎに多いのは「と’こかに逃げてしまっ

た」で21.7％を占めている、

（複数1111笞 イj~）椋木数 イヌのfりい 1;16l ネコの飢い i,•16)

地震に対する反応

゜
10 ⑳ 30 40 50 % 

どこかに逃げてしまった1 6.R 
I I 121.7 イヌP-

I 

ネコ

じっと隠れていた

非常におびえていた

興奮していた 20.5 

さかんに震えていた

し＿1 lw.6 

さかんにないていた

普段どおり落ち沼いていた

その他 ii J 

口587 



第一臼 白料編

'4 （調査項目11-？9)半数を超えるイヌ・ネコに、震災の後遺症

動物の様(•で、地設の後迫枯と息われることが何かあるか1湖いたところ、 イスではfi2.I%、ネコ

では52.6％の飼い i:．が ある と笞えた

MiijJ栢木数 イスの飼い．じ］61 ネコ1/)i,Jし‘t38)

fあるJ と答えた人は、 さらに詳しく聞いたところ、 イヌでは おひえる が22.0%、「ft欲不

ful 1:u%、「卜淋りをする_12.8％の順になった

というのが1t倒的に多かった

おぴえるの内，JIは 1物,~·ゃ見 Xll らぬ人に対して」

また、 56.i％ともっとも多くを占めた 「そのi也の内，JIは、 イスの行動に関するものがほとんと

で、 I剣いt.(/）そばを淮れたがらない JEいた！，，｝場1りiを恐がる-はく吠えるようになった—「イ勺t.

に触ると恐がったり餃んだりするー ・便1必になったlなどであった

内，J:では、排iiU:0)しつ：tが多かった
さらに「しつけが，｛しれた1の

・ Ii、ネコのJ易合は、

8. :{％と1991じ割合であった

おぴえるIがもっとも多く、 22.2%

また 「その他

Jじ気がなし、

が52.Ii％と半数を超えているが、

と rft科不振ーが

その内，J(は i·~·常が

なく、 ,i:ら（でいる Iがもっとも多く、あとは、便秘ざみになった、 ストレスでやせた、 トイレを失

敗する、などがあった

（複数IIII符 イi幼柁本数 イヌの射い l:1(J(） ネコの創しヽ i,20)

イヌ、 ネコが示す後遺症の内容

。
10 20 30 40 50 % 

元気がない

食欲不振

下痢をする

嘔吐がある

震えがある

時々失神する

おびえる

しつけが乱れた

その他

13.5 

12.X 

no 
22.2 

g-

‘̂
 

.
• 

）
 ，
 

．
）
 ＇ 
5
 

，
 
-rJ
 

［
 
9り［：



第一奎黄料極

（調音項目Ilーふ）余要におびえると答えた飼い主はイヌで70％、ネコでは53％いた，

余哀9：対する反応9一')し，ーご苅，，f:しころ、おひえると衿え9』 i lはイースー―’(9-8似、 ぅ、」で9より2_

的いと、以りに とくしこな'• l iたは l＃殺どおり＿と答｝？直，_、キは 9ヌぐ29・9%、f、コては1仄

l ％ても J,,

"'''"已人1悦 心効Iと1ぷ< 'スり栢い i郊 ネゴ，'乃l,1 9 • 
わびえる，出＇． 9.，してみるとーイて、ーは、吝える， I,' 合，•ておちお,,,,,、：＇i て 9＼ごもノ<yとと

99•£ きる、料が、・ご祠し、上99〉もと 9•か9 ）よる、なごてお i.， 方不‘」ご9よ，ハ，と＂力’毛える、

性が，てふ 9!， 9：沖り込み、＿•はほ＇失梨しだ、など＇であー 9—

其床渫9¥99’、t、こ 99,9,1・余炉99'，ダu行9けをぃ I'、9か4例-'、 ,3'i2祠あったが、このうも、'

ずれも~数の朗、 s 上が本共では「＇9，つかなかヽ'’しこ．と包えて，ら 9') で、 J’秤しよる1,9りとも名えら

9 9,'， 

v,' 



第一臼汽料編

5（調査項目[1-10.<)飼い主が「思いあたる」予知行動をとったイヌは26%

ネコは39％いた

いま息いIIIして、今l99lの地姦で!li/J物の雌lm/JO)ようなものに、何か思いあたることがあるかど

うかIiHいたところ、「思いあたる と答えた鉤いt．は、イスで26.2％あり、ネコでは3!)，5％あった

（イi'.i.',/JI、？本放 イスの制い i'.IW ネコの創い i,•38)

「息＼、あたる― K•に対し、 と'(/)ような 行動をぶしたかについてl；りいたところ、「沢常にI!}いた＿

がイスは43.6%、ネコでは16.7％ともっとも多く、ついで {6ち{iさがなかった はイスで:is.9%、

ネコでは26.7%となっている

（投数lIIl答 イi幼揉本数 イス(/)飼い i:．39 ネコの餅い i'.15i

飼い主が「思い当たる」イヌとネコの予知行動
,,-， 19) 15 :99 ょ5:U9 99 ●99 1 3 

異常にないた ~:l.6 
,IG.i 

喀ち宕きがなかった ~5.9 
・ 26.7 

おびえた 1 3. ！ | 

その他 30,8 1-26 ， 7 ネ •J

また「！よいあたるJ と裕えた人（こ臼II行動をぷした時期についてI;tlいたところ、イヌについては

地震0)”直前が23.I%、 数分,iii」17.9%、 数lIKIthiり 2.6%、I• H 1i<L 28. 2%、「数111iii 23. 

1％と分かれた ネコは26.7%、13.3%、13.3%、20.0%、26.i％となり、イヌと(/)院；i．った述い

1よみられなかった

＼ “::;/Jl~,t,: 数 イスの剣い i'.39 ネコの剃い i:．15)

飼い主が 「思い当たる」予知行動の時期

2.6 

（イヌ） くネコ）

1 61 



第一幸貧料緬

皿 調査票および結果数値

荊い上のお名前
午齢性別，

住所
仕廿の形態

男女 市｛区｝ 町 案合戸建

，1う f,J~ で、＇ぶいた l爵： 飼ダかるもを通術し 厨ゲfl'も1i'た1辮'1

顎し 柑項 饂し 嶽，

が~9 9六・巾・小 ,, オズ，メス人，中』 'lヽl 9忌 オス，メス大， l| ＇•9|¥ i ＇母 オス.Jス大沖l,i¥ { 

※この調企粟は、当該目的以外には絶対使用致しませんっしたがって、商杏関係苔以外に

漏れることはありませんので、ありのままをお答え下さい

渭企員へ〕設］,,]の回答は、該当する忠定回答9こ 不十分なら具休的に内容をメ

モし、記緑して下さいリ

※現在飼っている場所 9避餅祈の至内避雄所の屋外 自宅等）

※有効伝ー、本払は、多頭飼育でも1人とした「99い主数」を原則とした。

,, はじめから動物と一緒にここに避難されましたか？~ ！有効栖本数~犬139 ~猫40)

:i9 迷わず、初めから連れてきた ［犬63・s, 1扁12・59 
多） 追れてきたが、反対されたので、迎茫所の外で飼うようにした9, 9犬°・8、猫259 

，i] しばらく様子［周岡の1人応や状況）をみて連れてきだ・9・ ・・9・ ｛犬8,9, 猫5心＼

i,9 反対された iされると思っかので、 n宅竹に●いて世話をしている
i）CS,5,猫22,5) 

屯・その他 i I ••••••••••• （犬"・ふ描29,5) 

、も避難所やその周辺、または自宅等で詞われていて、展も気をつかっていることは何か

ありますか？，99,99 9 9 9 99 • 9 9 9 9 • 9・ • 9 • 9 9 • 9 9 9 9 • 9 9 99 99 9 9 9 99,9, 99, 99 99, 9 9 99, 1有効栖本数：犬l30，猫"'

'，1‘ ある9・, 9 • 9 • 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9, 9, 9,’’’’’'9 9 9 9 9 9 9 9 9 • 9 • 9 • 9 9 • 9 • • 9 • 9 • • 9 • 9 9 • 9 • 9 9 • 9 9 9 9 • 9 9 9 9, 9 9 9，＇｛火 46• 9 ・猫39,41 

(2 なし‘~・ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ・ ~ ~ ・ ~ ・ ~ ・ ・ ~ ・ ~ ・ ~ ~ ・ ~ ・ ~ ~ ・ ~ ・ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 1人53~ 1 ・前60・ 的

具体的に

,3 追難所に動物を連れてきて、何かよいことが生じましたか？

｛有効標木数~犬m, 猫28)

① はい・ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ・ ~ ｛犬9ふ9，猫82・ l} 

②＇ し9しヽえ・・・ • ・ • • ・ • ・ ・ • ・ • • ・ • ・ • • ・ • • • • • •... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・'.'江 l，描19.9) 

Q＇［ないと答えた人に ・ ・ ・ ・'複数回笞，（有効襟木数火1叩，猫23)

ィ・ 兄苅らぬ人とコミュニケーションができた・・・・・ ・ ・・ ・ '，犬59・ 0，猫49・ 8) 

ロ・ペットがl封囲の人たらをなごませている・・・・ ・・・ け、5&°・猫49.8i 

二02□ 

ほI



第一室自料網

し6l 地震のショックによって、動物がどんな反応や行動をとったか教えてください。

① どこかに逃げてしまった

② じ•,と限れていだ・

③ 非常におぴえていた・・・・・・・・ 

i 興＃していた' い

③ さかんに定えていた・・・・・・ ・ 

⑥ さかんに嗚いていだ

⑦ 晋段どおり落ち岩いていた・

⑤ その他，

※余巽に対する反応は

複数同径／ ［有効悼本数：和6i、!I46,

［犬ふ8．猫21~ 9‘ 

吠 lO▼6, !9l9・ 4, 
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ｛入51 ▲ 6，茄52~ 2 } 

天20~ 5~ 猫l°·9¥ 

次46・ 0，猫凶ぶ

次 8汀，猫4心＼

吠＆ 9、猫＆"

)、99~ 3，茄19ぶ

，7, いまの動物の様子ですが、地巽の後遠症と思われることが何かありますか？

,，有効擦本数，犬l6l，猫38}

＇予ある,., ｛f::.62.1. 猫認．6，：

含：， ない..,｛犬37.9, 猫47.4) 

⑦ある と答えた人に

後遺症と思われるごとの杓容は？，＂’.，、複数回答） （布効標本数：犬llJO,猫2oj

イ．元気がない・ ＼犬8.5.猫8．3)

口，食欲不振•…• （火19.5．而＆3：l 

ハ 下瑚をする・下 （犬U.8.猫0.l) l 

おう吐がある l火3.5.猫o.0) 

ホ．哀えがある・,. （犬f）.9．猫5．6,9

ヘ叶々失神する （犬[I.(J，猫0.0', 

ドおびえる t火22,0.前22.2) 

チ． しつけが乱れた・・ （大10.6, J位5.6 1 

「J 十その他•:， ［た証7,猫邸． 5:,

•8i 動物が落ち若き、普段と同じように対応できるようになったのは、どれくらいたって

からですか？・・』 ［有効棟本数：犬167，猫;14:

①， その 1:1のうち （犬31.7, 猫29.1} 

② 薮日後，．．，．，．．，． J火23．出狛29+4,l 

③ 1週間後 ｛大10.8. 猜5.g) 

しず 数週間後..,.........,..,............,. :：犬］；；． 0, 紬＆8'

g, まだなっていない ：犬1，'2,猫％， 5）

□ 63ご



，． 今後の対応と要望車項について

今後の対応について

，-T 一時和かりを招む

⑫， 旦親に出した'， 9~ ~ ~~ • ~ ~ ~ ~ • ~ • • ~ • 

'③ このまま何うつもりである

第一章資料霊

才有効摂本数 犬l56, j944) 

i）し3.2, 茄］3，69 

げ切”6曹猫°・0, 

｛犬96・ 2，猫86.49

按呈亭ほ［下記の車項を参照して具体的に記入して下さい）

• 7ードやえさがない

・用品・器具がない

・心要なモノを配必してはしい

•どこか、動物のことで相談したい

no いま思い出して、地窟の前の予知行動のようなものが悪い当たりますか？

.ji 思い当たる

．2' とくに気•9かなかった

（①の回答者へ）

いつ

ィ．直前

口→数分前..

ハ薮叶問前・

二. -H崩

ホ．数1::1前

へ．その他

どのようなく桟数固答；

イ．異常に嗚いた

＂．硲ら芸きがなかった・ ・ 

ハ．おぴえた

一~その他（

9有効標木数：人149・猫38)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(犬26, 2，猫臨5] 

],．.．．,. 

［火93・＆猫飢 5)

泊幼楳本数犬39，猫l59

（火2ふ1. 猫郎． 7)

:'犬］7.9. 猫13.3) 

げ認． 6, 猫13.3: 

3犬認． 2.猫20.o:l

＼犬認． l.猫26.m

（火5.1.猫化(I'1

（大43.6.猫+11.7) 

［犬:15没，猫邸． 7)

（大1；；・＇l，111r6.7 } 

：人30+8，猫26，衿

狂行政やポランティア活動で、今回の避難所における動物の救援活動に対し、何かこ意

見がありますか？

てan



第一奎頁料縄

〔1〕被災動物状況調査カード 'I成 9年）J Ht施
兵！車県南祁地こ剥物救援木部

~1/!f名
所在地 I

l 氏名 7 --- --

動物の枇話）ヽ （代表者］ 連絡方法ft_ _((_-.-.-一-ー _l＇ ー・ — 
その他

避難所 避難・flt幣[ 、J IIt沿 男（）人，女（ ）人
の状況 1 体育館・公民館等（ ）棟，テン日数（ ）張り

現在、 Ill:話をしている動物の種類・数・状況

｀`口丁’ i・了
丁イ7ンロ類 i―-:， 1-

屋外で ( I し：） ィンチ類（ ；, 

犬面，ま●えl，屋室丙外犬犬 了＼ )） ―猫 ， ＼ 

ー，鳥 スリエ鳥 i ; そ| 
’’ ハ'.ヽ .，''  'の

I I| ニワト「1, 9 他
大型 （ ） 糾It恥；ふ f,1•上立をしてl,：砂

I 111小堕 I: ） 抽il誌：飢む碍合を',,i,
そ9)他

合百1― イヌ ネコ 息 その他

| •殿を飼っている世帯数! ( ) t仕杏

※以 1％ま可能な限り調査してくださいし
●べ 9卜のj寺も込みに対する避雌所のIi針や対応について

●告惜やトラプ Jレヘの対応について［内容や発生件数なども具体的に

「ロ

リーダ ヒlIs,  

こいつ



第一章資料綱

調査後記

謂査では、公●や学校の校庭などに避靴所としてテント村をつくっているところが少なくなかっ

にここには劫物を飼っている lU喘が比較的多いところがあ—”ミ勺調べてみると、近くの遥難

所学校芥）がぺ 9 卜の持ち込みを禁止していたり、動物が一緒なので他の避孵所から移って

きた人たちが築まぇ9ているという一

テント村では「翻物飼蓑に関する苦惜やトラブ｝しばほとんどない」割令が店く、イヌの嗚き

声にしても 1番大になって、かえってよい」という声があった」

木地ながら、木祠杏は兵串県牛活街牛課のご奸涵から実現したものであり、改めてご協力い

ただいた関係機●および調企目の方々に厚（惑謝の点を人したい

n 66「l

C尾椅，

く調査協力）

兵卑県南部地宍勁物救採本部

兵序原保健環地部生活衛生謀

神戸市衛生局公衆角生課乳肉街牛係、

澗保健所、東海保健呪吉屋保健所

内宮保姥所、｝［i西保健所

調丘哀任者 足上多百雄 i坪串長｝

調杏,,［当者尼崎敬承 9理卓9

調査員

尾椅敬承（京京］ 吉田明了・ ＼大阪，9

羽屑哩恵―f：大阪 勝円千恵美 t西宮）

上野美保ヴ大阪） 藤W ちょ（大阪：＼

寒 幸子｛大阪｝ 小岨静汀．（失域｝

l.jl河理香（人阪l ＝原加容子＼大阪‘;,

告1±l 綿美｛大阪＼ !II人美穂了・ ［大阪，：

慌本文保＇，大阪） l剖 絵美（大阪：：

佐円再代子（京都＼

社団法人 日本愛玩動物協会

〒162栗京都新宿区神楽坂3-6

ff03-3235-7記5iも Fax 03ー淀35-7880


